
釈
尊
を
守
り
、
教
え
に
害
を
な
す
者
を
擢
滅
さ
せ
、
鋭
意
さ
せ

弘
通
者
に
確
な
拠
り
所
を
与
え
る
た
め
に
は
、
強
力
無
双
の
人
物

を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
東
西
文
明
の
合
流
の
地
ガ
ン
ダ

ー
ラ
は
執
金
剛
の
造
像
に
お
い
て
そ
れ
を
具
体
化
し
よ
う
と
し
た

も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
観
世
音
菩
薩
普
門
品
等
の

経
典
の
中
に
も
入
れ
ら
れ
、
中
国
・
日
本
と
一
般
化
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

（
こ
の
一
文
作
製
に
関
し
て
天
台
宗
の
葉
上
照
澄
長
脇
に
多
大
な

御
指
示
を
得
ま
し
た
。
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
）

註
（
１
）
（
２
）
（
３
）
大
正
九
・
５
７
中
、
１
２
９
下
、
斎
９
４
４
４

（
４
）
大
正
二
・
６
６
３
下
（
５
）
大
正
一
・
８
３
上
（
６
）
（
７
）

大
正
十
一
・
４
３
中
（
８
）
大
正
十
二
・
６
２
０
中
、
大
正
十
六
・

５
６
０
中
（
９
）
大
正
九
・
３
４
上
、
１
０
４
下
、
雨
目
２
５
３

（
皿
）
同
上
３
６
下
、
１
０
７
上
、
２
７
４
（
、
）
本
田
義
英
・
法

華
経
論
、
布
施
浩
岳
・
法
華
経
成
立
史
（
廻
）
マ
ッ
ー
ラ
出
土
（
ニ

ュ
デ
リ
ー
慨
口
の
仏
座
像
に
執
金
剛
が
見
ら
れ
、
類
似
し
た
像
が
カ
ル

カ
ッ
タ
博
に
も
あ
る
が
、
執
金
剛
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
も
う

一
点
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
あ
る
と
い
う
。
（
過
）
王
の
即
位
年
代
は

Ａ
Ｄ
７
８
、
１
４
４
，
２
７
８
説
等
あ
る
。
（
皿
）
高
田
修
・
仏
像
の

起
源
外
（
晦
）
西
川
幸
治
・
曾
野
塞
彦
・
死
者
の
丘
浬
梁
の
塔
外

（
お
）
こ
の
頃
の
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
王
は
ミ
リ
ン
ダ
王
と
仏
教
徒
に
よ
ば

れ
、
弥
蘭
陀
王
問
経
が
知
ら
れ
て
い
る
。
（
Ⅳ
）
の
脚
且
闘
厨
口
画
昇

冒
甸
脚
蚕
切
冒
回
（
昭
）
南
伝
大
蔵
経
六
一
小
統
王
史
Ｐ
５
０
５
等

日
蓮
聖
人
の
教
学
は
、
本
門
寿
量
品
を
中
心
に
構
築
さ
れ
、
こ

と
に
真
の
一
念
三
千
の
成
立
を
、
「
然
善
男
子
我
実
成
仏
已
来
」

の
発
迩
顕
本
の
文
に
見
出
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
聖
人
が
本
門
法
華
ｌ
寿
鐙
品
の
一
品
二
半
を

教
義
・
信
仰
の
根
底
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
釈
尊
の
久
遠

実
成
の
開
顕
が
、
如
何
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
か
、
改
め
て

確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
寿
量
品
の
発
迩
顕
本
を
契

機
と
し
て
、
超
越
的
に
は
釈
尊
の
久
遠
性
・
絶
対
性
、
お
よ
び

そ
の
救
済
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
衆
生
と
の
必

然
的
連
関
性
も
開
顕
さ
れ
た
と
領
受
で
き
る
。
こ
の
発
迩
顕
本
の

問
題
は
、
宗
学
上
の
課
題
と
し
て
、
本
尊
論
、
顕
本
論
、
救
済
論

と
深
く
か
か
わ
り
を
も
ち
、
衆
生
の
立
場
か
ら
は
、
凡
夫
の
成
仏

論
で
あ
る
と
同
時
に
、
法
華
経
信
仰
者
と
し
て
の
信
行
の
あ
り
方

と
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
い
ま

一
つ
の
試
永
と
し
て
、
発
迩
顕
本
さ
れ
た
久
遠
実
成
の
釈
尊
１
寿

量
品
の
仏
を
、
日
蓮
聖
人
は
ど
の
よ
う
に
信
解
さ
れ
た
の
か
、
と

日
蓮
聖
人
の
仏
身
観北

川

前
肇

(ねO）



い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
伝
統
的
な
仏
身
思
想
の
中
で
少
し
く
考
察

し
て
み
た
い
と
思
う
。

聖
人
が
三
身
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
性
を
も
っ
て
解
釈
、

乃
至
は
論
述
さ
れ
た
遺
文
は
多
く
存
し
な
い
。
例
え
ば
、
文
永
九

年
の
『
八
宗
違
目
紗
』
（
『
定
遺
』
五
二
五
頁
）
の
冒
頭
に
、
『
文

句
記
』
九
、
お
よ
び
『
文
句
』
九
の
「
釈
寿
量
品
」
の
文
を
引
用

さ
れ
、
次
下
に
仏
は
法
・
報
・
応
の
三
身
を
具
す
こ
と
が
図
化
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
一
代
五
時
図
』
（
図
録
二
○
）
の
末
に
は
、

諸
宗
の
本
尊
義
の
図
化
が
見
ら
れ
、
天
台
法
華
宗
の
本
尊
は
、
久

遠
実
成
実
修
実
証
の
釈
迦
如
来
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
次
下
に
は
、
始
成
の
三
身
と
久
成
の
三
身
と

が
分
別
さ
れ
、
久
遠
の
釈
尊
は
三
身
円
満
具
足
に
し
て
、
無
始
無

終
の
仏
格
を
有
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
領
解
で
き
る
。

こ
の
両
書
は
佐
渡
と
身
延
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
聖
人
初
期
の

著
作
に
目
を
転
じ
る
と
、
『
守
護
国
家
論
』
の
「
本
地
久
成
円
仏

在
二
此
世
界
一
」
（
『
定
遺
』
一
二
九
頁
）
、
「
今
法
華
浬
薬
久
遠
実

成
円
仏
之
実
説
也
」
（
同
一
三
五
頁
）
と
い
う
表
現
に
逢
着
す
る

の
で
あ
る
。
前
者
は
、
寿
量
品
の
仏
た
る
久
遠
の
釈
尊
を
、
「
本

地
久
成
の
円
仏
」
と
規
定
さ
れ
た
も
の
と
受
け
と
れ
る
。
ま
た
後

者
は
、
四
十
余
年
の
教
主
・
権
仏
に
超
勝
す
る
も
の
と
し
て
、
法

華
・
浬
薬
の
教
主
は
久
遠
実
成
の
三
身
円
満
仏
な
る
こ
と
を
明
確

化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
文
か
ら
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
、

聖
人
の
仏
身
観
は
、
天
台
・
妙
楽
を
系
譜
と
す
る
仏
身
義
で
は
な

か
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
前
述
の
如
く
、
『
八
宗
遠
目
紗
』
の
冒
頭
に
は
『
文

句
記
』
と
『
文
句
』
の
要
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
両
文
は
と
も
に
仏
身
義
に
関
す
る
所
説
で
あ
る
こ
と
に
留
意
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
両
文
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
、
ま

ず
、
『
文
句
記
』
九
の
文
は
、
「
若
其
未
し
開
法
報
非
し
通
。
若
顕

本
已
本
迩
各
三
」
と
、
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
は
、
原
文
と
対

照
し
て
み
る
と
、
「
問
法
報
是
本
、
応
身
属
し
通
。
何
以
乃
言
二
本

地
三
仏
一
」
と
い
う
、
問
い
に
対
す
る
答
え
の
部
分
に
あ
た
る
。

こ
こ
か
ら
導
出
さ
れ
る
義
は
、
寿
量
品
の
発
迩
顕
本
に
よ
っ
て
本

地
三
身
・
垂
迩
三
身
が
顕
発
さ
れ
、
寿
量
品
の
仏
と
は
久
遠
実
成

の
本
地
三
身
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
天
台
・

妙
楽
に
お
け
る
仏
身
義
解
釈
は
、
諸
経
・
諸
宗
の
依
用
し
た
体
用

本
迩
を
捨
棄
し
、
已
今
本
迩
を
選
取
し
た
こ
と
が
明
確
に
窺
え
る

の
で
あ
る
０

次
に
、
『
文
句
』
九
は
、
「
仏
於
二
三
世
一
等
有
二
三
身
一
於
二
諸
教

中
一
秘
し
之
不
レ
伝
」
と
い
う
文
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
は
、

「
如
来
秘
密
神
通
之
力
」
の
釈
文
に
あ
た
る
。
そ
の
義
は
、
寿
量

品
の
仏
は
一
身
即
三
身
、
三
身
即
一
身
の
円
満
具
足
に
し
て
、
三
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世
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
仏
身
義
は
諸
経
に
不
説

で
あ
る
と
、
そ
の
超
勝
性
を
叙
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

円
の
三
身
如
来
は
諸
経
に
開
顕
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
寿
量

品
の
仏
こ
そ
、
一
切
の
諸
仏
を
超
越
す
る
絶
対
性
を
具
備
さ
れ
た

仏
と
い
う
解
釈
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
聖
人
に
お
け
る
天
台
・
妙
楽
の
釈
文
の
引
意
を

探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
人
が
両
者
の
仏
身
義
・
寿
量
品
仏
義
を

継
承
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
を
可
能
に
し
た
と
思

う
。
つ
ま
り
、
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
寿
量
品
の
仏
と
は
、
久
遠
実

成
に
し
て
三
身
円
満
具
足
の
釈
尊
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
確
認
で
き

た
よ
う
に
思
う
。
こ
こ
に
聖
人
は
、
諸
宗
か
ら
の
法
華
経
の
教
主

へ
の
論
難
に
対
す
る
立
場
を
明
確
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、
諸
宗
本

尊
義
の
誤
謬
を
指
摘
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
聖
人
の
仏
身
観
は
、
中
古
天
台
義
か
ら
導
出
さ
れ
る
理

本
覚
的
無
作
三
身
観
で
は
な
く
、
中
国
の
天
台
・
妙
楽
の
仏
身
観

た
る
本
地
三
身
、
円
の
三
身
義
の
系
譜
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
を

銘
記
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
点
に
も
、
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
正

統
天
台
・
原
始
天
台
志
向
へ
の
一
面
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
よ

農
ノ
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
大
崎
学
報
』
第
一
二
九
号
所
収

の
拙
稿
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
『
寿
量
品
の
仏
』
に
つ
い
て
」
を

『
観
心
本
尊
抄
』
受
持
譲
与
段
は
我
等
と
五
字
の
必
然
関
係
を

受
持
・
自
然
譲
与
と
い
う
表
現
の
中
で
、
そ
の
本
質
を
定
義
づ
け

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が
『
観
心
本
尊
抄
』
は

「
五
字
の
受
持
」
と
い
う
直
裁
的
表
現
を
示
さ
れ
、
そ
の
説
明
は

全
く
見
ら
れ
な
い
。
第
二
十
番
の
問
文
は
、
凡
心
所
具
の
仏
界
に

つ
い
て
の
会
通
を
糺
し
た
の
に
対
し
、
答
文
は
三
経
四
疏
を
挙
げ

て
自
然
・
具
足
の
義
を
間
接
的
に
示
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
以
下

い
き
な
り
受
持
譲
与
段
へ
と
筆
を
運
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は

「
五
字
」
お
よ
び
「
五
字
の
受
持
」
に
つ
い
て
の
論
理
的
説
明
が

省
略
さ
れ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
省
略
が
即
ち

『
観
心
本
尊
抄
』
に
い
た
る
諸
遺
文
の
具
足
論
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
問
題
提
起
に
従
っ
て
信
頼
さ
れ
る
諸
遺

文
を
検
討
し
、
『
観
心
本
尊
抄
』
受
持
譲
与
段
に
い
た
る
五
字
超

越
論
・
絶
対
論
を
、
具
足
論
の
課
題
の
も
と
に
考
察
し
て
柔
た
い
。

参
照
さ
れ
た
い
。

日
蓮
聖
人
の
具
足
論庵

谷
行
亨
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